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平成 １６ 年  ９月 ２２ 日 

 
各      位 

 
会 社 名  黒崎播磨株式会社 

代表者名  取締役社長 平岡 照祥 

（コード番号 ５３５２東証１、福証）

問合せ先  取締役副社長 木原誠一郎 

（TEL．０９３－６２２－７２２４） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１６年５月１８日の決算発表時に公表した平成１７年３月期（平
成１６年４月１日 ～ 平成１７年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお
知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成１７年３月期中間業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３３，０００ ５００ ２００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３４，５００ １，１００ ３６０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １，５００ ６００ １６０ 

増 減 率            （％） ４．５ １２０．０ ８０．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成１６年３月期中間期） 

３１，１９３ ５９７ ４２ 

 
２．平成１７年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ３８，０００ １，２００ ５００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４０，０００ ２，０００ ３８０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ２，０００ ８００ △１２０ 

増 減 率            （％） ５．３ ６６．６ △２４．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成１６年３月期中間期） 

３６，６０８ １，２４０ ３７２ 
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３．平成１７年３月期通期業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ６６，０００ １，２００ ５００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ６９，５００ ２，３００ １，０００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ３，５００ １，１００ ５００ 

増 減 率            （％） ５．３ ９１．７ １００．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成１６年３月期） 

６４，９５９ １，４６９ ２６１ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  １１円４０銭 

 
４．平成１７年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ７６，７００ ２，６００ １，１００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ８１，０００ ４，１００ １，５００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ４，３００ １，５００ ４００ 

増 減 率            （％） ５．６ ５７．７ ３６．４ 

（ご参考） 
前期実績（平成１６年３月期） 

７５，６５７ ２，７９６ ９０４ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  １７円１０銭 

 

５．修正の理由 

 （１）個別中間期の売上高につきましては、主要得意先である鉄鋼業界のフル操業状況を背景に、   

   ①耐火物事業、非耐火物事業（ファインセラミックス事業、景観材事業等）ともに、若干第２ 

   四半期（７月～９月）の方が売上高が増えること、②耐火物原料値上がり分の製品価格への転 

   嫁が主要ユーザーで認められたことなど、により前回予想に比べ４．５％増収となる見込みで 

   す。 

    個別中間期の経常利益につきましては、耐火物製品やファインセラミック製品の売上数量 

   増による操業度効果、九州耐火煉瓦(株)および東芝セラミックス(株)とのアライアンス効果、 

   建材事業の生産技術向上による収益改善、様々なコストダウン対策などにより、前回予想に 

   比べ１２０．０％増益となる見込みです。 

    個別中間純利益につきましては、「固定資産の減損に係る会計基準」の早期適用により、約 

   ２６０百万円の減損額を計上いたしますが、上記の経常利益増により、前回予想に比べ 

   ８０．０％増益となる見込みです。 
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 （２）連結中間期の売上高および経常利益の状況につきましては、上記個別中間期と同じですが、 

   連結中間純利益につきましては、当社および連結子会社２社が「固定資産の減損に係る会計基 

   準」の早期適用により、約１，２７０百万円の減損額を計上いたしますので、前回予想に比べ 

   ２４．０％減益となる見込みです。 

 

 （３）通期の業績につきましては、個別、連結ともに中間期の業績を維持し、以下のとおり前回予 

   想に対し、増収増益を見込んでおります。 

            売上高       経常利益      当期純利益 

     個 別  ６９，５００百万円  ２，３００百万円  １，０００百万円 

     連 結  ８１，０００ 〃   ４，１００ 〃   １，５００ 〃 

 

６．配当に対する考え方 

   本年８月２０日に行いました第１四半期の業績発表に於いて、当期の中間配当金は見送りとさ 

  せていただきましたが、期末配当金については年度決算時点での財務体質への影響および業績見 

  通し等を踏まえて検討する予定にしております。 

 

以  上 


